
別紙

１　期　　日　１回目　令和５年７月２３日（日）～２４日（月）（参加者１４人）
　　　　　　　２回目　令和５年８月１０日（木）～１１日（金）（参加者１４人）
　　　　　　　３回目　令和５年９月　２日（土）～　３日（日）（参加者１４人）

２　参加対象　小学校５年生～中学２年生　２０名程度

３　参 加 費　４，５００円（１人あたりで３回分）

４　内　　容
　〈１回目：課題設定（実践準備）〉
　　・さしま少年自然の家での体験活動の実践（人間関係作り、野営、野外炊飯　等）
　　・課題設定や課題解決方法の理解と情報リテラシー高揚
　　（講話やVTR視聴、情報収集方法、使用端末の扱い方（動画の撮影・編集方法　等）
　　・身近な自然や自分が暮らす町（境町）の魅力や特徴を探究し、課題を設定
　　・フィールドワークの計画・準備（概略）
　〈２回目：課題解決（実践）〉
　　・課題解決のための計画立案、検討（詳細）
　　・フィールドワーク実践（町に出て取材や動画撮影、体験活動　等）
　　・フィールドワークのまとめと評価・検証
　　・さしま少年自然の家での体験活動の実践（舎営、防災意識の高揚　等）
　〈３回目：アウトプット（実践まとめ）
　　・課題解決のまとめ（動画等編集、発表の役割分担、リハーサル（中間発表）　等）
　　・さしま少年自然の家での体験活動の実践（舎営、キャンプファイヤー、
　　　振り返り　等）
　　・成果発表（１グループ５分程度）

５　方　　法
　　・人間関係作りでASEを導入した。
　　・自然体験でテント設営、野営、テント撤営を実施した。
　　・フィールドワークでは、レンタカーを用意し取材に出かけた。
　　・ipadにて静止画や動画を撮影し、iMovieソフト活用して編集技術を身に付けた。
　　・iMovieを活用して発表した。

事業の内容・
 方法

成　　果

・共同宿泊体験や、共同調理体験等をとおして、望ましい人間関係作りを構築したり、防
　災意識を高めたりすることができた。
・個々（グループ）の能力に応じた課題をもち、解決のための道筋を考え実行することが
　できた。
・参加者全員が、動画編集ソフトiMovieの操作技術を体得することができた。
・リハーサル（中間発表）にて相互評価し合い、発表のブラッシュアップができた。

「新たな体験活動」モデル事業実績報告書

施設名  茨城県立さしま少年自然の家

　事業の名称
（テーマ）

「新たな体験活動」モデル事業
YouTubeで地元の魅力発信キャンプ

～わたしが！？　ぼくが！？　未来のまちをプロデュース～

事業の目的

　さしま少年自然の家を基点に、共同宿泊体験をとおして人間関係を築いたり、防災意識
を高めたりする術を学ぶとともに、さしま少年自然の家や、住んでいる町（境町）の魅力
や特徴を探究し、自ら発信できるようにする。
　その過程から、課題を見い出し、仲間と協力しながら自ら考え行動し、課題を解決して
いける人財を育成する。














